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訳者まえがき
次頁以下に訳出するのは、2004 年 9 月 20 日から 22 日にかけてレバノンの首都ベイルート近
































































































































































間違いなくはるかに上回るものでした。およそ 200 年から 700 年までの 500 年間に、膨大







ストが今日の形になりました。508 年にはマッブークのフィロクセノス 17) が推進した改訂が、










で転写されたのです 21)。5 世紀から 6 世紀にかけて、驚くべき数のギリシア教父作品が翻訳
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す。6 世紀のシリア正教会のなかでは、セウェルスやテオドシオス 25) やカッリニコスのペテ








わち彼らは、9 世紀後半から 10 世紀にかけてコンスタンティノポリスのビザンツ式典礼に
合わせるようになったのです。これは、ギリシア語の典礼文書だけでなく、クレタ島のアン













































































ィムナ』の翻訳が 2 つ残っています。1 つ目はイブン・アル・ムカッファアがおそらく 10
世紀に行った中世ペルシア語からアラビア語への翻訳です。かれこれ 400 年の間で［『カリ
ーラとディムナ』が］劇的にその種類を増やしていることは興味深いことです！　もう 1






























































イーショーホ 45) とアブー・サイード 46) の場合、彼らの著作はアルメニア語でのみ現存してい










































時期の例は、1604/5 年の年号が記された写本で (Paris Syr. 371)、シリア語、アラビア語、


























セレウキア ＝クテシフォンから 410 年にマルテュロポリスのマールーター 50) によってもた
らされたものです。けれども、後世への影響力という点でより重要なのは、『神の人』51) と














7 世紀の終わりに書かれた、性格のそれぞれ異なる 2 つの作品が、ギリシア語版で極めて
大きな影響力をもっていたことが分かっています。その 2 つとは、メトディオスに帰され
た黙示録 57) と、シリアのイサク 58) の霊的講話集です。この偽メトディウスの黙示録は最近研
究者の大きな関心を集めており、シリア語、ギリシア語、そしてラテン語の各テクストの素
168









































































アラビア語の 3 つの異なった版が残っており、ラテン語の翻訳も 2 種類残っています。
シリア語文学が文化の十字路の役割を果たしてきた様子を描くために、シリア語からの翻
訳とシリア語への翻訳を例にとりあげてみました。最後に、16 世紀に初めてシリア語とそ
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4) 『筑摩世界文学大系 1：古代オリエント集』（筑摩書房、1978 年）、377–386 頁に杉勇（敬称略、
以下同様）による概説と翻訳がある。パピルス発見の経緯などについては、伊藤義教『古代ペル
シア―碑文と文学―』（1974 年、岩波書店）、12–14 頁を参照。
5) 1946 年頃クムランの第 1 洞窟から発見された死海文書の 7 つの巻物のうちのひとつで、唯一ア
ラム語で記されている。創世記の内容を敷衍し拡大したもの。日本聖書学研究所編『死海文書―
テキストの翻訳と解説』（山本書店、1963 年）、232–246 頁に伴康哉による概説と翻訳がある。





ア語文学の伝統に継承されていくことに関しては、S. Brock, “The Dispute Poem: From Sumer to
Syriac,” Bayn al-Nahrayn 7(28) (1979): 417–26; Idem “Syriac Dispute Poems: The Various Types,” in
FER; Idem “The Dispute betweeen Cherub and the Theif,” Hugoye: Journal of Syriac Studies (on-line
journal) 5-2 (2002) などを参照。
7) シリア語文学におけるユダヤ教の影響については、S. Brock, “Jewish Traditions in Syriac Sources,”
in SSC参照。




9) ギリシア語とシリア語の翻訳全般に関しては、S. Brock, “Greek into Syriac and Syriac into
Greek,” in SPLA 参照。特に両者間の借用語に関しては、S. Brock, “Some Aspects of Greek Words
in Syriac,” in SPLA; Idem, “Greek Words in Syriac: Some General Features,” in SPLA参照。




11) 『ソロモンの頌歌』は、日本聖書学研究所編『聖書外典偽典　別巻 2 巻』に大貫隆による概説と
翻訳がある。




アの学問に対してとった態度については、S. Brock, “From Antagonism to Assimilation: Syriac
Attitudes to Greek Learning,” in SPLA参照。
13) 断片発見とその後の研究については、訳註 8) の『ベン・シラの知恵』の概説を参照。
14) (c. 640–708)。ケンネシュリンの修道院でギリシア思想を学んだ後、総主教アタナシオス II 世に
よって 684 年頃エデッサの主教に任じられる。その後ヘブライ語の知識を活かし、テラダの修道
院で旧約聖書の校訂に携わる。
15) 7 世紀から 8 世紀にかけてセレウキアの総主教であったネストリオス派のティモテオス I 世（位
779–823）は、セルギオスという人物に宛てた手紙のなかで、エリコの近郊の洞窟で多くの巻物
の発見があり、そこには 200 以上のヘブライ語で書かれたダビデの『詩編』があったと報告して
いる。ペシッタ版聖書には『詩編』151–155 があり、その後クムラン第 11 洞窟から第 151、154、
155 の各節を含む 41 の詩編が出土した。
16) アッバース朝期の翻訳活動については、ディミトリ・グタス（山本啓二訳）『ギリシア思想とア
ラビア文化―初期アッバース朝の翻訳運動』（勁草書房、2002 年）を参照。また 7 世紀のシリア
語文化については、S. Brock “Syriac Culture in the Seventh Century,” Aram 1 (1989): 268–80 参照。
17) (c. 440–c. 523)。マッブーク（ヒエラポリス）の主教。単性論者であり、師エデッサのイバスやネ
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ストリオス主義に反対した。507/8 年に、コーレピスコポス（田園主教）ポリュカルポスの協力
を得て、ペシッタ訳新約聖書に改訂を施した（「フィロクセノス訳」）。以下訳註 18) 及び 19) も参
照。






Theologische Realenzyklopädie, 6, 192 ff. 参照。
19) 生没年不明。テッラ（マルディン Mardin の近郊）の主教。メソポタミアでの迫害を避けて、ア
レクサンドリアに移り、616–7 年頃オリゲネスの『ヘクサプラ』を参照して、『七十人訳聖書』
のシリア語訳を完成させる。このためこれはシロ ＝ヘクサプラ版とよばれる。






























27) (c. 560–638)。エルサレムの総主教（位 634–638）。ダマスカスに生まれ、エジプトで隠修士をし
ていたが、後にエルサレムのテオドシオス修道院に入る。エルサレムの総主教に選出されると、
キリスト教両意説を盛り込んだ教会会議書簡を各総主教区へ送り、両意説の文書を編集した。







30) (c. 660–740)。ダマスコスに生まれ、675 年にエルサレムに行き修道生活を営む。685 年コンスタ
ンティノポリスに赴き、孤児の養育に献身。8 世紀に入って、クレタ島ゴルテュナの首都大主教
になる。聖画像破壊政策に対する抗議によって知られる。
31) (c. 650–c. 750)。エルサレムに近いマル・サバ修道院に入って修道士になり、後エルサレム総主教
の神学顧問となる。哲学、異端の歴史、正統信仰の 3 部から成る『知識の泉』を著し、後世に大




文庫、1985 年］に所収）がある (S. Brock “Antagonism.,”  26–27)。
33) (c. 317–388)。パプラゴニアに生まれ、コンスタンティノポリスで学び、当地に学校を開く。コン
スタンティウス II 世からテオドシウス I 世にいたる歴代皇帝から重用され、後の皇帝アルカディ
ウス (383–408) の教育にあたる。アリストテレスの註釈で有名。『徳について』の他に、シリア語
訳がなされたテミスティオスの作品に『友情について』がある (S. Brock “Antagonism.,” 27)。
34) 『オルガノン』は『範疇論』、『命題論』、『分析論前書』、『分析論後書』、『トピカ』、『詭弁論駁論』
の 6 巻から成る、アリストテレス論理学の集大成（よって、原文中の「初期の early」という文
言は、何かの間違いか）。なおアリストテレスの論理学に関する著作のシリア語訳に関する概観




























おり、大変参考になる。ちなみにわが国では上田敏が明治 43 年に「古代志利亜本 Kal[i]lagh wa-
Damnagh」としてこの書の西漸について講演を行っている。上田敏全集刊行会責任編集『定本
上田敏全集　第 9 巻』（教育出版センター、1979 年）所収の「伊曾保物語考」参照。
41) 橋本隆夫訳『アレクサンドロス大王物語』（国文社、2000 年）にギリシア語からの翻訳が収めら
れている。
42) (?–571)。彼は、アリストテレスの論理学に関する著作に関する論文を著し、ホスロー I 世に献じ
た人物として知られている。
43) バル・エブローヨーとその作品については高橋英海「シリア正教会の歴史から―グレゴリウス・
バルヘブラエウス」『エイコーン』24 (2002): 37–54 参照。
44) D. L. Leloir, Éphrem: Commentaire de l’Évangile concordant: texte syriaque (Manuscrit Chester Beatty




S. Vardanyan, “Ancient Armenian Translations of the Works of Syrian Physicians,” Revue des études
arméniennes, n. s. 16 (1982): 213–19 を参照。
47) (1126–1199)。シリア正教の総主教（位 1166–1199）。世界の創造から自分の時代までの『年代記』
を著した。その『年代記』はシリア語圏におけるものとしては最も包括的なものの一つである。
48) (c. 551–628)。ニシビスの学校において学び、イズラ Izla 山の「大修道院」に入る。後にそこの
院長となり、厳しい規律を定めたことで知られる。キリスト論、禁欲主義、聖人伝、典礼に関す
る著作がある。
49) 7 世紀に活躍。ベート・カトラーイェー Beth Qat.ra¯ye¯出身で、修道制や霊性に関する著作を行っ
た。
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50) ヨハネス・クリュソストモスの友にしてタグリット Tagrit の主教。4 世紀から 5 世紀にかけて活
躍。ペルシアにおける殉教者の聖遺物を集めたことで Martyropolis と呼ばれる。また自らもペル
シアの殉教者伝を著した。
51) A. Amiaud (éd.), La légende syriaque: Saint Alexis, l’homme de Dieu, Paris, 1889 にシリア語原文と仏訳
がある。
52) S. Brock and S. A. Harvey (eds.), Holy Women of the Syrian Orient, Berkeley/Los Angeles/London,
1987, 27–39 に解説と英訳がある。
53) この作品は『サント・アレイショ・コンヘソルの御作業』として天正 19 (1591) 年に日本に伝え
られている。このことに関しては、松原秀一「東方の苦行僧、聖アレクシウスの変貌」、『異教と
してのキリスト教』（平凡社ライブラリー、2001 年［原書は平凡社刊、1990 年］）に詳しい。
54 ) (c. 935–1001)。現ドイツのガンデルスハイム Gandersheim のベネディクト系女子修道院の修道女。
音楽、詩、戯曲などを著した。
55) (?–521)。5 世紀の中頃生まれ、エデッサで教育を受ける。セルーグのコーレピスコポス（田園主
教）になり、その後 Batnan da-Srugh の主教に任命される。数多くの講話 (memre¯) の他に、同時
代の聖人伝である『聖ハニーナー伝』や『ガラシュの聖ダニエル伝』などの著作もある。
56) (?–591)。もとゾロアスター教徒であり、後にキリスト教に改宗する。ホスロー I 世、ホルミズド
IV 世（位 579–90）の迫害にあって殉教する。P. Peeters, “Sainte Golinduch, martyre perse (m.
13.7.591),” Analecta Bollandiana 62 (1944): 74–125 参照。
57) 北メソポタミアで 691 年ごろ著された黙示録で、後にギリシア語、ラテン語へと翻訳され、他の
黙示文学に大きな影響を与えた。
58) 7 世紀に活躍。ベート・カトラーイェー Beth Qat.ra¯ye¯出身で、修道生活を経てニネヴェの主教に
任じられる。しかしすぐに職を辞して孤住生活に戻った。彼の著作は『第 1 部』、『第 2 部』と呼
ばれる講話から成るが、『第 1 部』がギリシア語に翻訳されたことで、修道文学に関してシリア
語圏で最も影響力のある作家とみなされた。





61) 8 世紀半ばに活躍。カルドゥー Qardu 山で修道生活を行い、著作として『手紙』や『講話』が残
されている。彼の著作はニネヴェのイサクの著作とともにギリシア語に翻訳されたため、ギリシ
ア世界ではイサクの名で紹介されることが多かった。
62) 本文は one discourse となっているが、直前の内容から変更を施した。
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